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〇令和６年度名古屋市一般会計歳入歳出決算はじめ各会計決算認定案17件については、いずれも「認定」また

は「原案どおり可決及び認定」しました。 

 

 

 

 

〇各会計決算認定案について、6常任委員会で審査された主な項目は次のとおりです。 

 
 
（市長室・総務局等） 
◆行政改革を見据えたＤＸ推進の検討状況 
◆電子申請サービスの利用率 
◆中部国際空港の航空需要実績 
◆シティプロモーションの推進における公民連携の検討状

況 
◆職員採用試験合格者に対する辞退防止の取組 
◆民間企業による採用辞退防止策の調査内容 
◆男性職員の育児休業取得率向上に向けた課題 
◆市立大学におけるＤＸ整備に対する当局の考え方 

（スポーツ市民局） 
◆防犯灯ＬＥＤ化助成の実施状況 
◆区市民課における誤交付防止の取組 
◆区政協力委員制度の在り方 

◆町内会・自治会の未加入者に対する調査の内容 
◆区役所の改築順に対する当局の認識 
◆東区役所整備の検討状況 
◆障害者スポーツの実施率 

（環境局） 
◆住宅等の脱炭素化促進補助の実施状況 
◆ゼロエミッション車購入補助事業の補助単価の考え方 
◆木曽川水系連絡導水路事業への出資目的 
◆民間事業者との連携によるリユース推進の効果 
◆収集職員に対する熱中症対策 
◆プラスチック資源等への危険物混入防止の啓発 
◆破砕施設における発火原因及びその対策 

 

（財政局・会計室） 
◆市民税の減税額 
◆出国した外国人の市民税の徴収状況 
◆保有資産量の適正化に対する当局の認識 
◆本市が保有する未利用土地の面積の推移 
◆宝くじの販売促進に向けた取組内容 
◆ふるさと納税に係る収支の推移 
◆税務証明のコンビニ交付導入に向けた取組内容 
◆工事請負契約における入札不調の状況 

（健康福祉局） 
◆重層的支援体制整備事業の実施状況 
◆民間鉄道駅舎バリアフリー化の検討状況 

◆バリアフリー化未実施駅におけるバリアフリー整備につ
いての鉄道事業者との協議内容 

◆重度障害者（児）日常生活用具給付事業の実績 
◆国民健康保険料、介護保険料、後期高齢者医療保険料の

推移 
◆生活保護費の不正受給防止に関する取組 
◆がん検診及び精密検査の受診率の推移 
◆禁煙希望者支援事業の実施状況 
◆介護保険料基準額の引き上げに対する当局の考え 
◆認知症カフェの開設助成及び運営助成の状況 
◆国民健康保険料の引き上げに対する認識 
◆後期高齢者医療保険料の引き上げの要因 

 
（子ども青少年局） 
◆子どもの権利相談室「なごもっか」の相談実績 
◆ナゴヤわくわくプレゼント事業の改善点 
◆トワイライトスクール等における学年別参加児童の傾向 
◆学童保育所における障害児の受け入れ状況 
◆ＤＶ相談窓口の周知に係る当局の評価 
◆婚活イベントの参加希望者数及び広報の取組に係る工夫 
◆婚活イベント実施時の多様な価値観への配慮 
◆在宅人工呼吸器使用者への非常用電源装置購入補助の実

績 
◆就学前児童数の推移 
◆公立保育所の民間移管の状況を踏まえた保育所等におけ

る障害児の受け入れ状況の推移 
◆地域療育センターの地域支援・調整部門設置状況 
◆児童福祉司及び児童心理司の配置実績、超過勤務時間及

び研修受講状況 

（教育委員会） 
◆本地丘小学校、森孝東小学校、森孝西小学校の統合に関

する住民意見 
◆市立幼稚園が幼児教育において果たしてきた役割に係る

当局の認識 
◆なごや子ども応援委員会における発達面で支援を必要と

する子どもに係る関係機関との連携 
◆市立幼稚園におけるスクールカウンセラーの活動内容 
◆不登校児童生徒への支援に係る取組 
◆スクリーニングの実施校数 
◆学校施設の修繕に係る工事申請への対応状況 
◆市立高等学校における教員の養成を目的とするコース・

学科の導入に係る検討 
◆市立中学校における部活動の実施状況及び推進に係る取組 
◆赤ちゃんへの絵本プレゼント事業の成果と課題 
◆教職員の懲戒処分件数及び内容 

総務環境委員会 

財政福祉委員会 

教育子ども委員会 

（一般会計の決算状況）○歳入決算額は1兆5,053億円余、歳出決算額は1兆4,862億円余でした。 

○前年度に比べ、歳入は771億円余増加し、歳出は744億円余増加しました。 

○翌年度繰越財源132億円余を差し引いた実質収支は58億円余の黒字でした。 



 
 
（緑政土木局） 
◆緑政土木局ＤＸ推進計画に係る取組状況 
◆インフラ施設のデータ管理に対する考え 
◆道路・公園の不具合に関する市民からの通報件数 
◆弥富相生山線の工事中断以降に要した経費 
◆弥富相生山線の折衷案における幅員 
◆弥富相生山線の市民アンケート結果及び折衷案に関する

意見聴取会における意見 
◆歩道のバリアフリー化の状況 
◆堀川圏域の水質改善に向けた取組 
◆地域の身近な公園づくりの取組 
◆東山動植物園におけるＳＮＳの発信実績 

（交通局） 
◆市バス営業所における休業者発生時の対応 
◆市バス運転士の接客サービス向上に関する取組 
◆地下鉄鶴舞線可動式ホーム柵の整備状況 
◆駅構内店舗の空き区画の件数 
◆地下鉄車内における車いす・ベビーカースペースの周知

方法及び活用推進策 
◆地下鉄駅における乗客の混雑緩和対策 
◆広告料収入の推移及び増収に向けた取組 
◆子ども向け特設サイトの開設効果 
◆常勤職員に占める女性職員の割合及び女性職員用施設の

整備状況 
◆コロナ禍前後における収支の比較 

 

 

 
 

（経済局） 
◆商店街共同施設災害対策支援助成における補助限度額に

対する当局の認識 
◆スタートアップ・エコシステムのグローバル化推進にお

ける大規模イベントの実績に対する当局の評価及び学生
の参加を促す取組 

◆先進技術社会実証支援事業における実証件数 
◆首都圏企業に対する本社機能等立地促進補助金制度の周

知方法 
◆小中高生起業家人材育成事業における保護者向け施策の

取組状況 
◆新事業支援センターにおける相談件数及び相談内容 
◆中小企業人材確保相談窓口における相談対応実績 
◆工業研究所における脱炭素に資する省電力電子機器の開

発支援の実績 
◆市内総生産の推移を踏まえた本市経済施策に対する当局の評価  
◆旧高畑市場跡地の管理状況 

（観光文化交流局） 
◆市民に対する観光魅力発信に係る取組 
◆多文化共生の推進に向けた取組状況 

◆地域日本語教育の推進に係る課題 
◆ＭＩＣＥ開催誘致における国内会議助成制度の申込状況 
◆名古屋市文化芸術推進計画2025評価指標に対する達成

状況 
◆名古屋アーツカウンシルの体制構築による成果 
◆文化施設における指定管理期間に関する当局の認識 
◆日本遺産有松における歴史まちづくりの推進に係る取組

状況 
◆名古屋城の観覧環境整備の取組内容 
◆金シャチ横丁第二期整備における多目的休憩所の整備目的 

（上下水道局） 
◆水道給水停止件数の推移 
◆配水管更新費用の増額要因 
◆下水道処理区域における水洗化状況 
◆堀川・新堀川におけるさらなる水質浄化に向けた取組 
◆上下水道施設におけるアセットマネジメントの取組に対

する当局の認識 
◆上下水道事業における温室効果ガス削減に向けた取組 
◆災害発生時における民間企業等との連携体制 
◆局用地の事業用定期借地権設定による貸付状況 

（防災危機管理局） 
◆不発弾処理に係る対応状況 
◆想定し得る最大規模の風水害を見据えた広域避難に関す

る取組 
◆なごやっ子防災レンジャー育成プログラムの実施による効果  
◆感震ブレーカーの設置促進のための取組 
◆災害用食糧等の備蓄の充実に係る考え方 
◆住民意見も踏まえた港防災センターの移転改築に係る検

討状況 
◆国民保護に係る研修・訓練等の内容 

（住宅都市局） 
◆中川運河におけるにぎわい施設誘導に係る検討内容 
◆熱田神宮周辺まちづくり未来ビジョンの実現に向けた検

討状況 
◆久屋大通南エリアの再整備に係る検討内容及びオアシス

２１の管理保全状況 

◆中志段味特定土地区画整理事業の進行管理体制 
◆市営住宅におけるコミュニティに関する課題への対応策 
◆民間賃貸住宅を活用した住宅セーフティネット機能の強

化に向けた具体的な取組 

（消防局） 
◆消防団活動用デジタル無線機に関する消防団員からの意

見 
◆安否確認訓練の取組状況 
◆戸別訪問事業の成果及び課題 
◆放火火災件数の推移 
◆高齢者世帯に対する防火指導の工夫 
◆愛知県防災ヘリコプターの運行業務受託における課題 
◆本部機動部隊第５庁舎の構造体耐久性調査を取りやめた

理由 

本紙は速報版です。令和７年12月に発行予定の｢市会だより｣(９月定例会特集号)もぜひご覧ください。 

この定例会の概要(速報版)は、市ウェブサイト(市会情報)でもご覧いただけます。 

なお、新しい市ウェブサイトの公開に伴い、10月30日に名古屋市会ホームページのアドレスが変更となります。

新アドレスは https://www.city.nagoya.jp/shikai/index.html です。 

土木交通委員会 

経済水道委員会 

☞ 委員会の議論の様子は、名古屋市会議会中継システムから録画中継を視聴できます。 

   ぜひ、ご視聴ください。 

都市消防委員会 


